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【第９章】整備の方向性と方法 

 広島城跡の適切な保存と活用を進めていくため、継続して発掘調査などを実施すること

で広島城跡の本質的価値を確実に把握する。 

 その上で、広島城跡の各種整備事業は、本計画において検証した史跡の課題を解決する

ための施策として実施し、整備事業の過程においては、発掘調査の現地説明会実施を検討

するなど情報を適宜公開することによって、史跡の価値や整備事業に対する市民や来訪者

の理解を深めてもらうための機会とする。整備に当たっては、文化庁や広島県教育委員会

などの関係機関からの指導や助言、さらに史跡広島城跡保存活用会議からの総合的・専門

的な意見や助言を受けながら、計画的に実施していく。 

また、本計画の策定に伴い、その必要性が明らかとなった各種整備を全体の計画に基づ

いて実施するため、史跡広島城跡整備基本計画の改定を行うものとする。 

第１節 整備の方向性 

  文化庁監修の『史跡等整備のてびき』には、「史跡等を整備し公開・活用することは、

学術的な調査研究の成果を公表し、活用することに他ならない」と記されている。この

理念に基づき、広島城跡の整備の方向性は次のとおりとする。 

（１） 保存のための整備 

広島城跡を適切に保存し、将来に向けて確実に保存・継承していくため、日常

的な維持管理の実施とともに石垣カルテの作成整備を始めとした詳細な現況調査

を行うとともに、修理や対策が必要となっている箇所、将来的に対策が必要とな

る箇所についてあらかじめ把握し、計画的な整備を実施する。 

また、地震や大雨などの自然災害などにより損傷を受けた際には、速やかに被

害の拡大を防止する措置を取るとともに、安全性を確保する観点から早期の復旧

を目指す。 

（２） 活用のための整備 

 広島城跡の本質的価値をより高めたり、多様な来訪者に分かりやすく伝えたり

するための整備手法について検討する。整備に当たっては、遺構や文献史料等の

学術的な調査成果に基づき、史跡広島城跡保存活用会議等での検討内容、文化庁、

広島県教育委員会の指導・助言を踏まえて、計画的に進めていくものとする。 

 また、広島城跡が本市を代表する観光資源の一つでもあること、都心部に位置

する都市公園として⾧年親しまれてきていること、広島城跡本丸（上段・下段）

が広島市の定める「地震・津波・大火」を対象とした指定緊急避難所一覧表に掲

載されていることなども踏まえ、史跡の本質的価値の保存・継承を前提とした上

で、多様な利用方法を想定した整備を検討していく必要がある。 

資料２ 
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 活用のための整備は、史跡内で完結するものではないことから、周辺を含めた

歴史的景観の維持・向上を図り、統一感を持った整備手法についても配慮する。 

第２節 整備の方法 

前節で掲げた方向性に従い、今後進めていく整備の方法は以下のとおりとする。なお、

本節に掲げる整備の実施期間と方法は、今後改定する史跡広島城跡整備基本計画の策定過

程において十分な検討を行った上で具体的に記載するが、短期的に着手し実施する施策、

中・⾧期的に着手が望まれる施策については、「第１０章 調査の方向性と方法」の章で詳

述する。 

（１） 保存のための整備の方法 

・石垣保存整備 

史跡内に存在する全ての石垣・土居等の構築物についてその現況を記録し、適切

な保存対策を検討するための基礎資料として「石垣カルテ」の作成を計画的・継続

的に実施する。その作成に当たっては、文化庁監修の「石垣整備のてびき」を踏ま

え、史跡広島城跡保存活用会議の専門部会である石垣部会委員からの意見・助言の

下で実施するものとし、その成果は石垣部会を通じて史跡の全体整備計画に反映す

るとともに、今後の石垣の管理、保全のための基礎資料とする。 

・雨水対策と保護層復旧整備 

過去の都市公園的整備に伴って実施されたとみられる遺構保護のための被覆土の

雨水による流出や、側溝や排水設備の経年劣化により、史跡内の安全・快適な環境

が損なわれている箇所がみられる。地下遺構の毀損につながる恐れもあるため、当

面流出した被覆土の補完といった維持管理を行うとともに、史跡内全体の被覆保護

層の現状を明らかにするための調査を計画的に実施し、これに基づいた遺構保護層

の復旧整備及び雨水排水路の整備を検討する。 

・植栽整備 

都市公園としての機能を一定程度確保しつつ、歴史面、景観面に十分に配慮した

植栽計画を検討する。その検討過程においては、石垣や遺構の保存に影響を与える

ものや景観を阻害するものなどを取り除き、史跡の良好な保存環境を整えることも

併せて検討する。 

・園路動線再整備 

現在の史跡内の園路動線は、都市公園的な整備によるものであり、その劣化も著

しい。今後、継続的、計画的な発掘調査を始めとした史跡内の調査研究に基づき、

遺構表示の在り方等について検討するとともに、史跡内便益施設等の再配置も視野

に入れ、園路動線の再整備計画を将来的に検討する。 

これは後述する、活用のための整備の方法に挙げている「遺構表示等整備」とも

関連し、史跡内全体に及ぶ総合的な再整備へとつながるため、史跡広島城跡保存活
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用会議等での十分な検討を経た上で、計画的に実施するものとする。 

・災害被害復旧 

上記の整備とは性格が異なるが、史跡内において自然災害等による毀損が生じた

場合には、速やかに被害状況の把握と拡大防止措置を行い、来訪者の安全性を確保

するとともに、遺構の保存に配慮した工法による応急措置を実施する。 

（２） 活用のための整備の方法 

活用のための整備について、史跡広島城跡保存活用会議における十分な検討の上

で、その具体的な方法を定めることを基本とする。 

整備内容に応じ、史跡整備的な性格の強いもの、公園整備的な性格が強いものな

ど様々な視点からの検討が必要となることから、今後改定する史跡広島城跡整備基

本計画の策定過程において、その位置付けや実施順等を検討するとともに、実際の

整備実施に当たっては個別の実施計画を策定した後に、それに基づいて計画的に進

めていく。 

・天守の木造復元に向けた調査・検討 

現天守は、現行の耐震基準を満たしていないことなどから、史跡の本質的価値を

より高めていく観点から、文化庁策定の「史跡等における歴史的建造物の復元等に

関する基準」を踏まえて、現天守の解体及び天守の木造復元等について調査・検討

を行っている。今後、広島城天守の復元等に関する検討会議において、その技術的

課題等について考古学的視点及び工学的視点から基礎的な検討を進め、現天守の解

体及び天守の木造復元等に係る課題を整理する。 

その成果は史跡広島城跡保存活用会議へ報告し、同会議において検討を行う。 

・遺構表示等整備 

来訪者が、広島城跡が有している本質的な価値を示す要素及び広島の歴史的経緯

を示す要素について理解する手助けとなることを目的とした遺構表示整備を検討す

る。整備は地区ごと、あるいは調査成果が取りまとまった箇所ごとにその整備内容

を史跡広島城跡保存活用会議において検討するものとし、選定する整備手法の中に

は VR や AR 等の技術を活用した再現展示の導入も視野に入れる。 

・解説サイン整備 

発掘調査及び資料調査の成果を紹介する説明板の設置について、地下遺構への影

響に十分配慮した上で設置することを検討し、整備のための調査を継続的に行って

いることを積極的に周知していく。また設置説明板は当面は仮設のものとし、整備

の全体計画の進捗に応じて景観に調和した統一的なデザインでユニバーサルデザイ

ンの観点にも配慮したものへの置き換えも検討する。 

その際には、国外からの観光客が多く訪れていることも踏まえ、多言語対応につ

いても考慮する。 
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・便益施設等整備 

トイレやベンチなど史跡内の便益施設等について、整備の進捗に合わせ、必要に

応じて撤去・改修・再配置を検討する。いずれの場合においても、史跡の本質的価

値の保存管理に影響を与えないよう、遺構や景観への影響なども含めて十分な配慮

を検討の上で実施するものとする。 

なお、その際には、広島城跡の都市公園としての機能、また、災害時の指定緊急

避難場所としての機能についても考慮する。 

・バリアフリー化等整備 

各種整備の実施に際しては、年齢・性別・身体的特徴・使用言語等を問わず、多

くの人が広島城跡を安心して快適に見学できるように、整備の目的や整備対象とな

る遺構の保全に十分な配慮をした上で、その計画内容をバリアフリー、ユニバーサ

ルデザインの観点を含めて検討するものとする。 


